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ト ピ ッ ク ス

国
際
コ
ン
フ
ァ
ラ
ン
ス
を
開
催

▼
日
本
銀
行
金
融
研
究
所
で
は
、
五
月
二
十

八
日
・
二
十
九
日
の
二
日
間
に
わ
た
り
、
本

店
に
お
い
て
「
二
〇
〇
八
年
国
際
コ
ン
フ
ァ

ラ
ン
ス
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
国
際
コ
ン
フ

ァ
ラ
ン
ス
は
、
国
内
外
の
学
界
や
海
外
中
央

銀
行
・
国
際
機
関
と
の
交
流
強
化
を
狙
い
と

し
て
、
わ
が
国
や
世
界
経
済
が
そ
の
時
々
に

直
面
し
て
い
る
問
題
を
取
り
上
げ
、
そ
の
実

態
や
背
景
を
政
策
運
営
の
あ
り
方
に
関
連
付

け
て
議
論
す
る
も
の
で
、
近
年
で
は
毎
年
開

催
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
回
の
国
際
コ
ン
フ
ァ
ラ
ン
ス
は
、「
金

融
政
策
理
論
の
最
先
端
（F

ro
n
tie
rs
in

M
onetary

T
heory

and
P
olicy

）」
を
テ

ー
マ
に
、
白
川
総
裁
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
・
ス

ピ
ー
チ
で
開
幕
し
ま
し
た
。
金
融
研
究
所
海

外
顧
問
の
マ
ッ
カ
ラ
ム
教
授
（
カ
ー
ネ
ギ

ー
・
メ
ロ
ン
大
）
に
よ
る
導
入
報
告
な
ど
を

経
て
、
今
回
は
、
ジ
ョ
ン
・
テ
ー
ラ
ー
教
授

（
ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
大
学
）
に
よ
る
招
待
講

演
（
金
融
研
究
所
発
足
〈
一
九
八
二
年
〉
当

時
の
総
裁
に
ち
な
み
「
前
川
レ
ク
チ
ャ
ー
」

と
名
付
け
ら
れ
ま
し
た
）
が
初
め
て
行
わ
れ

る
な
ど
、
二
日
間
に
わ
た
っ
て
実
り
の
多
い

議
論
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

各
セ
ッ
シ
ョ
ン
に
お
い
て
は
、
①
不
完
全

な
金
融
市
場
の
下
で
、
金
融
政
策
は
金
利
間

ス
プ
レ
ッ
ド
の
変
化
に
ど
う
反
応
す
べ
き

か
、
②
一
九
七
〇
年
代
後
半
以
降
の
中
国
の

経
済
成
長
が
先
進
諸
国
に
与
え
た
影
響
に
関

す
る
成
長
モ
デ
ル
に
よ
る
整
理
、
③
失
業
等

を
明
示
的
に
取
り
組
ん
だ
Ｄ
Ｓ
Ｇ
Ｅ
（
動
学

的
一
般
均
衡
）
モ
デ
ル
に
よ
る
労
働
市
場
の

研
究
、
④
ラ
ー
ニ
ン
グ
と
呼
ば
れ
る
過
去
の

経
験
則
か
ら
予
測
を
行
う
状
況
下
で
の
金
融

政
策
の
予
測
（
期
待
）
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
、
⑤

将
来
の
生
産
性
に
関
す
る
予
測
と
バ
ブ
ル
発

生
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
、
⑥
財
政
政
策
の
視
点
か

ら
み
た
一
九
七
〇
年
代
の
米
国
の
イ
ン
フ

レ
、
な
ど
の
ト
ピ
ッ
ク
に
つ
い
て
、
中
央
銀

行
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
や
政
策
担
当
者
の
実
務
的

な
観
点
も
織
り
交
ぜ
な
が
ら
、
活
発
に
議
論

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

議
論
の
最
後
に
は
、
金
融
研
究
所
海
外
顧

問
、
海
外
の
学
者
ら
に
よ
る
研
究
分
野
の
展

望
に
つ
い
て
の
報
告
と
参
加
者
か
ら
の
質
疑

に
対
す
る
応
答
に
主
眼
を
置
い
た
パ
ネ
ル
・

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
、
二
日
間
の

日
程
が
無
事
終
了
し
ま
し
た
。
コ
ン
フ
ァ
ラ

ン
ス
の
概
要
に
つ
い
て
は
、
金
融
研
究
所
の

機
関
誌
等
で
公
表
す
る
予
定
で
す
。
詳
し
く

は
日
本
銀
行
金
融
研
究
所
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
下
さ

い
。

http://w
w
w
.im
es.boj.or.jp/japanese/

kinyu/kinyu08.htm
l

日
本
銀
行
の
新
し
い
広
報
ビ
デ
オ

「
日
本
銀
行
の
役
割
」を
リ
リ
ー
ス

▼
こ
の
た
び
、
日
本
銀
行
で
は
、
日
本
銀
行

の
役
割
や
業
務
を
紹
介
す
る
広
報
ビ
デ
オ

「
日
本
銀
行
の
役
割
」（
約
二
二
分
）
を
作
成

し
ま
し
た
。

こ
の
広
報
ビ
デ
オ
は
、
高
校
生
以
上
の
方

を
対
象
に
、
お
金
の
価
値
を
守
る
こ
と
の
大

切
さ
、
そ
の
た
め
に
日
本
銀
行
が
ど
の
よ
う

な
役
割
を
果
た
し
、
ど
の
よ
う
な
仕
事
を
行

っ
て
い
る
か
な
ど
に
つ
い
て
解
説
し
た
ビ
デ

オ
で
す
。

案
内
役
の
星
野
真
里
さ
ん
が
投
げ
か
け
る

日
本
銀
行
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
質
問
に
つ

い
て
、
ド
ラ
マ
映
像
や
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
グ

ラ
フ
ィ
ッ
ク
ス
を
用
い
て
分
か
り
や
す
く
答

え
る
ス
ト
ー
リ
ー
と
な
っ
て
い
ま
す
。

構
成
は
、
以
下
の
と
お
り
で
す
。

●
お
札
の
発
行
・
流
通
・
管
理

お
札
が
製
造
・
発
行
さ
れ
、
世
の
中
を
流

通
し
、
再
び
日
本
銀
行
に
戻
っ
て
く
る
ま

で
の
「
お
札
の
一
生
」
を
解
説
し
、
お
札

の
偽
造
防
止
の
工
夫
や
日
本
銀
行
で
偽
札

な
ど
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
業
務
な
ど
に
つ
い

て
紹
介
し
て
い
ま
す
。

白川総裁のオープニングスピーチ

会議の模様
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●
イ
ン
フ
レ
・
デ
フ
レ
、
物
価
の
安
定

お
金
の
価
値
の
変
動
、
す
な
わ
ち
「
物
価
」

の
変
動
が
も
た
ら
す
「
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ

ン
（
イ
ン
フ
レ
）」
や
「
デ
フ
レ
ー
シ
ョ

ン
（
デ
フ
レ
）」
が
世
の
中
に
与
え
る
影

響
を
解
説
し
、
物
価
を
安
定
さ
せ
る
た
め

に
日
本
銀
行
が
行
っ
て
い
る
施
策
を
紹
介

し
て
い
ま
す
。

●
金
融
シ
ス
テ
ム
の
安
定

金
融
機
関
同
士
の
お
金
の
や
り
取
り
を
円

滑
に
す
る
た
め
の
シ
ス
テ
ム
（
日
銀
ネ
ッ

ト
）
や
、
金
融
機
関
の
経
営
状
態
を
チ
ェ

ッ
ク
す
る
業
務
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

●
総
裁
メ
ッ
セ
ー
ジ

日
本
銀
行
総
裁
白
川
方
明

し
ら
か
わ
ま
さ
あ
き

か
ら
皆
さ
ん
へ

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
す
。

▼
「
日
本
銀
行
の
役
割
」
は
、
日
本
銀
行
の

Ｈ
Ｐ
上
で
全
編
視
聴
で
き
ま
す
ほ
か
、
Ｄ
Ｖ

Ｄ
や
ビ
デ
オ
テ
ー
プ
の
貸
出
も
行
っ
て
お
り

ま
す
。
貸
出
を
ご
希
望
の
方
は
お
電
話
で
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
こ
の
ほ
か
に
、

中
学
生
向
け
の
教
育
用
広
報
ビ
デ
オ
「
知
る

ほ
ど
　
な
る
ほ
ど
！
日
本
銀
行
」（
約
一
九

分
）
な
ど
も
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
ご
活
用
い

た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

Ｄ
Ｖ
Ｄ
ま
た
は
ビ
デ
オ
テ
ー
プ
の
貸
出
に
つ

い
て
の
お
問
い
合
わ
せ
先
　
日
本
銀
行
情
報

サ
ー
ビ
ス
局

1
〇
三
―
三
二
七
九
―
一
一
一
一

（
内
線
　
四
六
四
〇
、
四
七
二
五
）

「
市
民
講
座
」
等
開
催
の

ご
案
内

▼
日
本
銀
行
本
店
で
は
、
十
一
月
二
日
（
日
）

に
、「
市
民
講
座
」
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

ま
た
、
下
記
の
期
間
中
に
は
、
お
金
な
ど
を

テ
ー
マ
に
し
た
企
画
展
と
日
本
銀
行
本
店
の

見
学
ツ
ア
ー
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

「
市
民
講
座
」
で
は
、
わ
が
国
の
お
金
の

歴
史
や
、
国
の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て

い
る
日
本
銀
行
本
店
本
館
の
建
物
な
ど
を
テ

ー
マ
に
、
本
行
関
係
者
が
詳
し
く
ご
説
明
さ

せ
て
い
た
だ
く
予
定
で
す
。

ま
た
、
下
記
の
期
間
中
は
、
日
本
銀
行
本

店
の
見
学
ツ
ア
ー
を
開
催
し
、
一
〇
〇
年
以

上
使
用
さ
れ
た
旧
地
下
金
庫
を
は
じ
め
、
建

物
内
部
を
ご
覧
い
た
だ
き
、
そ
の
歴
史
や
日

本
銀
行
の
業
務
内
容
に
つ
い
て
ご
説
明
い
た

し
ま
す
。
見
学
ツ
ア
ー
は
、
通
常
平
日
の
み

開
催
し
て
お
り
ま
す
が
、
今
回
は
特
別
に
十

一
月
二
日
（
日
）
に
も
行
い
ま
す
。
ぜ
ひ
こ

の
機
会
に
、
辰
野
金
吾
博
士
の
代
表
作
と
さ

れ
る
本
館
の
外
観
だ
け
で
な
く
、
意
匠
を
凝

ら
し
た
旧
営
業
場
や
、
歴
史
を
刻
ん
だ
歴
代

総
裁
の
肖
像
画
な
ど
、
ご
鑑
賞
い
た
だ
け
れ

ば
と
存
じ
ま
す
。

同
時
に
、
期
間
中
は
、
本
館
の
一
部
を
開

放
し
、
お
金
な
ど
を
テ
ー
マ
に
し
た
企
画
展

を
開
催
い
た
し
ま
す
。
重
さ
を
体
験
で
き
る

一
億
円
（
模
擬
券
）
の
パ
ッ
ク
や
小
判
の
レ

プ
リ
カ
な
ど
も
ご
用
意
す
る
予
定
で
す
。
お

金
に
ま
つ
わ
る
あ
れ
こ
れ
を
知
っ
て
い
た
だ

く
展
示
物
を
そ
ろ
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
見

学
ツ
ア
ー
と
と
も
に
、
企
画
展
に
も
ぜ
ひ
足

を
お
運
び
く
だ
さ
い
。

日
本
銀
行
で
は
、
多
く
の
方
々
に
ご
来
場

い
た
だ
き
、
日
本
銀
行
に
つ
い
て
ご
理
解
を

い
た
だ
く
と
と
も
に
、
地
元
日
本
橋
地
区
の

一
段
の
活
性
化
に
も
貢
献
で
き
れ
ば
と
考
え

て
お
り
ま
す
。
参
加
は
無
料
で
す
。
振
る
っ

て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

公
開
時
間
内
で
あ
れ
ば
、
企
画
展
は
ご
自

由
に
ご
来
場
い
た
だ
け
ま
す
が
、
見
学
ツ
ア

ー
と
市
民
講
座
は
、
事
前
予
約
が
必
要
と
な

り
ま
す
。
申
し
込
み
方
法
な
ど
詳
細
は
日
本

銀
行
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

http://w
w
w
.boj.or.jp/

【
開
催
期
間
】

十
一
月
二
日
（
日
）

四
日
（
火
）

五
日
（
水
）

六
日
（
木
）

七
日
（
金
）

＊
市
民
講
座
は
二
日
（
日
）
の
み
開
催

【
公
開
時
間
】

九
時
四
十
五
分
〜
十
七
時
（
予
定
）

【
会
場
】

日
本
銀
行
本
店

（
東
京
都
中
央
区
日
本
橋
本
石
町
）

お
問
い
合
わ
せ
先

日
本
銀
行
情
報
サ
ー
ビ
ス
局
総
務
企
画
担
当

1
〇
三
―
三
二
七
七
―
二
四
〇
五
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「
金
融
教
育
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」

開
催
の
ご
案
内

（
金
融
広
報
中
央
委
員
会
）

▼
金
融
広
報
中
央
委
員
会
（
事
務
局
　
日
本

銀
行
情
報
サ
ー
ビ
ス
局
内
）
で
は
、
十
一
月

二
十
二
日
、
二
十
三
日
の
二
日
間
、
秋
葉
原

Ｕ
Ｄ
Ｘ
ビ
ル
に
お
き
ま
し
て
「
金
融
教
育
フ

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
を
開
催
い
た
し
ま
す
。
同

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
、
お
子
様
か
ら
大
人
の

方
ま
で
、
幅
広
い
年
齢
の
方
に
、
金
融
教
育

に
関
し
て
興
味
を
持
ち
、
理
解
を
深
め
て
い

た
だ
く
た
め
に
、「
お
か
ね
」
に
関
す
る
体

験
的
な
学
習
要
素
を
盛
り
込
ん
だ
イ
ベ
ン
ト

で
す
。
一
連
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
通
し
て
、
金

融
に
関
し
て
興
味
を
持
ち
、
理
解
を
深
め
て

い
た
だ
け
る
よ
う
、
楽
し
く
学
べ
る
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
企
画
い
た
し
ま
し
た
。

今
回
は
、
お
子
様
向
け
の
体
験
型
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
中
心
に
、
一
般
社
会
人
の
方
向
け
の

金
融
教
育
に
関
連
す
る
セ
ミ
ナ
ー
や
資
料
提

供
コ
ー
ナ
ー
な
ど
も
ご
用
意
し
て
お
り
ま
す
。

参
加
は
無
料
で
す
が
、
一
部
事
前
申
し
込
み

制
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
詳

し
く
は
後
述
の
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
皆

さ
ま
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
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■これまで未知の領域であった脳のことが解明され
てきています。｢脳トレブーム｣の火付け役とも言わ
れている池谷准教授のお話は、｢目からウロコ｣とも
言うべき内容が満載で、インタビューは､テンポ良く、
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これを、一般の人たちに分かりやすく伝える、いわ
ゆる｢アウトリーチ活動｣での積極的な貢献も期待し
ています。
なお、今回巻頭エッセイを、映画やテレビの撮影
でお忙しい中、俳優の 努さんにお引き受けいた
だきました。さすがに、「演技派」に相応しい､渋くか
つピリッとした原稿を書いていただきました。（恵谷）
■岩手県内陸北部の　　　を訪ねました。涼やかな
風の吹く広大な高原を驚くほどのスピードで駆ける
元気な牛たち。ミルクの美味しさに納得します。滋
養たっぷりの山ブドウはその小さな実を搾り、昔か
ら産前産後や病の際に愛飲されてきたそうです。「な
にもない」と思われていた町は、目線を変えれば自
然の恵みにあふれる町。故郷を愛する人たちが見出
した宝を次の世代のためにと辛抱強く大切に育て上
げてきたからこそ、大きく実を結んだのだと思いま
す。自分たちの町を守ろうと必死の思いで走り続け
てきた は、気付けば、山村にある優れた資源
を最大限に利用して、本当の豊かさを示すトップラ
ンナーになっていたのです。 （ＡＵ）

※本誌は、全国の日本銀行本支店および貨幣博物館、旧小樽
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【
開
催
日
時
】

十
一
月
二
十
二
日
（
土
）
十
時
〜
十
八
時

十
一
月
二
十
三
日
（
日
）
十
時
〜
十
七
時

（
時
間
は
予
定
）

【
会
場
】

秋
葉
原
Ｕ
Ｄ
Ｘ
ビ
ル
（
千
代
田
区
外
神
田
）

【
イ
ベ
ン
ト
の
詳
細
】

事
前
申
し
込
み
制
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
お
申
し

込
み
方
法
、
お
問
い
合
わ
せ
先
な
ど
、
詳
細

に
つ
い
て
は
金
融
広
報
中
央
委
員
会
Ｈ
Ｐ

（「
知
る
ぽ
る
と
」）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

http://w
w
w
.shiruporuto.jp/

＊本誌の用紙は、環境・社会・経済のすべての側面に配慮した厳しい基準
に従って適切に管理された森林からの木材を原料としていることを示す、
FSC認証紙を使用しています。

今年度もセミナー内容は充実しています

中央銀行の仕事を体験（以下、写真は昨年度の模様）

知るぽると広報委員長を務める女優の比嘉愛未さんとのトーク
セッション

山　　


